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写真と文　関西正院(大姥堂)大祭

大
町
市
の
市
街
地
か
ら
西
方
約
五
k
m
に
あ
る
西
正

お
ふ
い
て

院
　
(
大
町
市
平
野
口
大
出
)
　
は
､
今
年
　
(
二
〇
〇

二
)
へ
　
七
年
に
一
度
の
御
開
帳
を
迎
え
､
去
る
六
月
二

十
二
日
に
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

あ
や
っ
は
そ
人
そ
･
フ

西
正
院
は
本
尊
に
大
姥
尊
像
(
木
造
大
姥
尊
坐
像
･嫁
嫁

大
町
市
指
定
有
形
文
化
財
)
を
安
置
す
る
こ
と
か
ら
大

は

と

う

姥
堂
な
ど
と
も
呼
ば
れ
､
地
元
で
は
｢
お
ん
ば
さ
ま
｣

の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
｡

ひ
の
き

大
姥
尊
像
は
高
さ
三
九
･
五
m
の
檜
材
寄
木
造
で
'

室
町
時
代
中
期
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡
こ
の
像

の
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
､
か
つ
て
は
立

山
信
仰
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
よ
う
で
す
｡
今
で
は

か
ん

山
仕
事
の
安
全
や
子
供
の
夜
泣
き
･
痔
の
虫
封
じ
に
ご

利
益
が
あ
る
一
仏
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
｡

(
『
大
町
市
史
』
第
五
巻
民
俗
･
観
光
ほ
か
)

現
在
へ
大
出
を
含
む
野
口
地
区
の
自
治
会
か
ら
選
出

さ
れ
た
｢
西
正
院
大
姥
堂
世
話
大
会
｣
が
西
正
院
を
管

理
し
'
毎
年
六
月
の
例
祭
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
｡
今

だ
い
た
く

回
の
大
祭
も
同
会
に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
､
曹
洞
宗
大
澤

し

i

-

_

二

ユ

つ

辛
(
大
町
市
堀
六
日
町
)
の
方
丈
ほ
か
僧
侶
人
名
が

法
要
を
と
り
行
な
い
ま
し
た
｡
こ
れ
に
さ
き
が
け
へ
方

丈
に
よ
る
読
経
の
中
､
普
段
は
秘
仏
と
さ
れ
る
大
姥
尊

す

し

像
が
納
め
ら
れ
た
厨
子
の
扉
が
開
か
れ
､
本
尊
と
境
内

又

二

う

ま

し

ら

ひ

も

に
建
て
ら
れ
た
回
向
桂
と
が
一
本
の
紐
で
結
ば
れ
ま

し
た
｡
は
じ
め
て
間
近
に
拝
見
す
る
本
尊
は
､
こ
れ
ま

で
写
真
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
か
､
思
い

の
ほ
か
小
ぶ
り
と
い
う
印
象
で
し
た
｡

こ
の
日
は
朝
か
ら
大
勢
の
人
々
が
西
正
院
を
訪
れ
ま

し
た
が
､
法
要
が
終
わ
っ
た
後
も
堂
の
周
り
に
は
近
隣

の
方
々
が
集
ま
り
､
堂
の
内
外
で
一
心
に
手
を
合
わ
す

姿
が
あ
り
ま
し
た
｡
そ
れ
は
､
地
域
で
ま
つ
る
身
近
な

｢
お
ん
ば
さ
ま
｣
の
一
面
を
感
じ
る
光
景
で
し
た
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)
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安
曇
地
方
に
お
け
る
絶
滅
危
惧
植
物
の

生
活
史
と
増
殖
法
の
研
究
(
前
編
)

-
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
第
3
報
-

千
葉
　
悟
志

は
じ
め
に

1
9
8
9
年
に
日
本
自
然
保
護
協
会
･
世
界
自
然

保
護
基
金
日
本
委
員
会
(
描
)
よ
り
刊
行
さ
れ
た
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
は
じ
め
'
近
年
､
生
物
多
様
性

の
保
全
に
対
す
る
社
会
的
意
識
が
高
ま
る
中
､
地
方

自
治
体
を
中
心
に
地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
独
自
の

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
が
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
｡
長

野
県
で
も
絶
滅
危
惧
種
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

に
つ
れ
､
身
近
に
生
育
し
て
い
た
植
物
は
つ
ぎ
つ
ぎ

と
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
　
(
良

野
県
自
然
保
護
研
究
所
･
長
野
県
生
活
環
境
部
環
境

自
然
保
護
課
2
0
0
2
)
｡

一
方
､
各
地
で
は
､
植
生
復
元
や
ビ
オ
ト
ー
プ
づ

く
り
に
よ
る
生
息
地
の
創
出
､
さ
ら
に
は
健
全
な
繁

殖
が
見
ら
れ
な
い
自
生
地
で
の
人
為
的
援
助
な
ど
､

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き

た
　
(
鷺
谷
1
9
9
6
､
梅
原
･
永
野
1
9
9
1
､
鷺

谷
･
飯
島
1
9
9
9
)
｡
し
か
し
な
が
ら
､
絶
滅
危

惧
植
物
を
対
象
と
し
た
場
合
､
よ
り
効
果
的
な
保
全

を
施
す
に
は
､
実
生
か
ら
の
形
態
的
･
生
理
的
特
徴

あ
る
い
は
一
連
の
生
活
史
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
な
事
柄
で
あ
る
が
､
こ
れ
ま
で
に
詳
細
を
観
察

例
は
意
外
に
も
乏
し
く
'
断
片
的
な
例
を
見
る
に
す

ぎ
な
い
｡

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
､
｢
日
本
産
草
本
植
物

の
生
活
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
　
(
主
宰
　
清
水
建

美
金
沢
大
学
名
誉
教
授
･
信
州
大
学
名
誉
教
授
)

が
1
9
9
8
年
に
発
足
し
､
現
在
､
2
0
名
余
り
の
研

究
者
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
全
国
の
草

本
植
物
を
対
象
に
野
外
に
お
け
る
生
活
史
の
観
察
と
､

あ
わ
せ
て
実
生
か
ら
開
花
個
体
に
至
ま
で
の
栽
培
実

験
を
行
い
､
未
知
的
情
報
の
収
集
を
目
的
と
し
て
い

る
｡
私
は
1
9
9
9
年
か
ら
長

町
県
安
曇
地
方
を
中
心
と
し
た

絶
滅
危
惧
植
物
9
種
を
対
象
に

を
大
町
市
お
よ
び
北
安
曇
郡

(
池
田
町
､
小
谷
村
､
松
川
村
､

白
馬
村
､
美
麻
村
､
八
坂
村
)
､

松
本
市
お
よ
び
南
安
曇
郡
(
盟

科
町
､
穂
高
町
､
梓
川
村
､
安

曇
村
､
奈
川
村
､
堀
金
村
､
三

郷
村
)
を
安
曇
地
方
と
し
､
そ

の
う
ち
調
査
は
大
町
市
､
白
馬

村
､
八
坂
村
､
松
本
市
､
堀
金

村
お
よ
び
三
郷
村
で
行
っ
た
｡

ハ
ナ
ノ
キ
に
つ
い
て
は
大
町
市

の
ほ
か
､
飯
田
市
､
木
曽
郡
大

地杏調図

研
究
を
は
じ
め
､
山
岳
博
物
館

で
は
2
0
0
2
年
か
ら
本
格
的

に
は
じ
ま
っ
た
｡

調
査
地
概
況
と
対
象
植
物
お
よ

び
そ
の
現
状

安
曇
野
は
地
域
や
範
囲
に

は
っ
き
り
し
た
定
義
が
な
い
こ

と
か
ら
､
本
研
究
で
は
'
範
囲

桑
村
､
同
郡
山
口
村
､
岐
阜
県

加
茂
郡
東
白
川
村
で
行
っ
た
　
(
図
1
)
｡

対
象
植
物
は
､
長
野
県
版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
　
(
2
0

0
1
年
3
月
発
表
)
　
の
作
成
中
の
資
料
を
提
供
い
た

だ
き
､
そ
れ
を
参
考
に
､
絶
滅
危
惧
I
A
類
イ
ヤ
リ

ト
リ
カ
ブ
ト
(
大
町
市
)
､
ホ
ロ
ム
イ
ソ
ウ
(
白
馬
村
)
､

ア
ズ
ミ
ノ
へ
ラ
オ
モ
ダ
カ
　
(
堀
金
村
､
三
郷
村
)
､

絶
滅
危
惧
I
B
類
ピ
ッ
チ
ユ
ウ
フ
ウ
ロ
　
(
白
馬
村
)
､

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
サ
ク
ラ
ソ
ウ
　
(
松
本
市
)
'
ア
ズ
ミ

イ
ヌ
ノ
ヒ
ゲ
　
(
大
町
市
､
白
馬
村
へ
八
坂
村
)
へ
　
ハ

ナ
ノ
キ
(
大
町
市
､
飯
田
市
､
大
桑
村
へ
山
口
村
､

東
白
川
村
)
､
準
絶
滅
危
惧
フ
ク
ジ
エ
ソ
ウ
(
白
馬
村
)
､

サ
サ
ユ
リ
　
(
大
町
市
)
と
し
た
｡
(
　
)
は
調
査
地

の
所
在
を
示
す
｡

こ
こ
で
は
､
イ
ヤ
リ
ト
リ
カ
ブ
ト
(
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

料
)
､
ア
ズ
ミ
ノ
ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ
　
(
オ
モ
ダ
カ
科
)
､

ホ
ロ
ム
イ
ソ
ウ
(
ホ
ロ
ム
イ
ソ
ウ
科
)
お
よ
び
ピ
ッ

チ
ユ
ウ
フ
ウ
ロ
　
(
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
科
)
　
の
現
状
と
こ
れ

ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
報
告
す
る
｡

イ
ヤ
リ
ト
リ
カ
ブ
ト
A
c
o
n
i
t
u
m
J
 
'
a
P
o
n
i
c
u
m
s
s
P
.

M
a
r
i
t
i
m
u
m
 
u
a
r
.
1
y
a
r
i
e
n
s
e
 
K
a
d
o
t
a

日
本
固
有
変
種
｡
1
9
8
0
年
に
長
野
県
大
町
市

い

や

り

居
谷
里
湿
原
で
発
見
さ
れ
た
｡
県
内
で
は
北
部
の
日

本
海
型
気
候
の
影
響
が
強
い
湿
地
に
産
す
る
　
(
橋
渡

1
9
9
7
)
｡

調
査
は
居
谷
里
湿
原
(
標
高
8
3
0
m
)
　
で
行
っ

た
｡調
査
項
目

み

し

ょ

､

つ

種
子
彩
憲
､
発
芽
状
況
､
実
生
と
成
植
物
の
形
態
､

開
花
特
性
お
よ
び
訪
花
昆
虫

結
果
と
考
察

調
査
地
で
は
イ
ヤ
リ
ト
リ
カ
ブ
ト
は
至
る
と
こ
ろ

に
生
育
す
る
の
で
は
な
く
､
個
体
数
も
少
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
｡
開
花
は
8
月
下
旬
-
1
 
O
月
上

旬
に
見
ら
れ
､
花
の
寿
命
は
5
-
8
日
(
平
均
6
.

か

た

く

3
4
日
)
　
で
､
雄
し
べ
群
は
軸
状
の
花
托
に
螺
旋
状
に

や
く

配
列
し
､
外
側
か
ら
1
日
数
個
ず
つ
茄
が
裂
関
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
｡
開
花
後
､
頻
繁
に
訪
花
し
た
の

は
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
仲
間
の
み
で
､
有
力
な
花
粉
媒

介
昆
虫
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
　
(
写
真
-
)
｡

イ
ヤ
リ
ト
リ
カ
ブ
ト
は
､
分
離
型
地
中
植
物
(
写

真
2
)
　
で
母
根
は
開
花
す
る
と
年
内
に
枯
死
し
た
｡

ま
た
､
つ
る
状
の
地
上
茎
を
も
つ
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
が
､
成
植
物
を
生
育
地
よ
り
移
植
し
て
観
察
し
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た
結
果
､
環
境
変
化
が
生
じ
て
も
つ
る
状
に
伸
張
す

る
こ
と
か
ら
､
こ
の
形
質
は
遺
伝
的
に
固
定
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
｡

増
殖
に
は
､
1
 
0
月
中
旬
か
ら
日
月
中
旬
に
種
子
を

採
取
し
､
年
内
に
播
種
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
翌
年
4

月
上
旬
に
発
芽
(
2
0
-
0
0
%
　
(
平
均
5
4
%
)
)
　
が
見

ら
れ
た
｡
実
生
は
通
常
の
山
野
草
栽
培
技
術
に
し
た

が
っ
て
植
え
替
え
を
繰
り
返
し
へ
常
時
遮
光
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
栽
培
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
｡

ア
ズ
ミ
ノ
ヘ
ラ
オ
モ
タ
カ
A
l
i
s
m
t
L
 
r
a
n
a
h
'
(
･
u
l
a
l
!
i
m

i
)
a
r
.
a
Z
u
m
f
1
0
e
t
l
S
･
e
 
K
a
d
o
n
o
 
e
t
　
〓
a
m
a
s
h
L
m
a

長
野
県
固
有
変
種
｡
1
9
8
4
年
に
南
安
曇
郡
穂

高
町
の
水
田
に
お
い
て
発
見
､
報
告
さ
れ
た
｡
こ
れ

ま
で
に
安
曇
地
方
以
外
で
の
報
告
例
は
な
い
｡
母
種

で
あ
る
ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ
と
は
'
根
出
葉
よ
り
花
茎
が

か

へ

い

短
く
､
花
柄
も
短
い
こ
と
か
ら
花
が
密
集
し
た
花
序

と
な
る
点
で
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
今
井
1
9

9
7
)
｡
調
査
は
'
南
安
曇
郡
三
郷
村
下
長
尾
の
休
耕
田
で

行
っ
た
｡

調
査
項
目

種
子
形
態
､
発
芽
状
況
､
実
生
と
成
植
物
の
形
態
へ

開
花
特
性
お
よ
び
訪
花
昆
虫

結
果
と
考
察

調
査
地
の
水
田
は
一
部
が
休
耕
地
で
'
そ
こ
に
ヘ

ラ
オ
モ
ダ
カ
と
同
所
的
に
生
育
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
｡
し
か
し
､
周
辺
の
水
田
に
は
両
種

の
生
育
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
｡

潅
水
で
は
発
芽
に
至
ら
な
い
こ
と
か
ら
､
両
種
と

も
に
浸
水
期
間
が
必
要
で
､
水
田
の
よ
う
に
あ
る
一

左
走
期
間
へ
水
位
が
保
た
れ
て
い
る
場
所
が
生
育
適
地

根
と
い
え
る
｡
本
変
種
の
開
花
期
は
8
月
中
旬
-
9
月

拝
下
旬
で
､
晴
雨
に
関
わ
ら
ず
開
花
し
た
｡
1
日
に
数

個
ず
つ
午
前
1
 
0
-
1
 
2
時
に
開
花
し
､
午
後
4
時
に
は

し
お
れ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
｡
こ
の
こ
と
か
ら

ア
ズ
ミ
ノ
ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ
は
半
日
花
と
い
え
る
｡
開

花
中
､
ヒ
ラ
タ
ア
ブ
の
仲
間
が
訪
花
し
た
｡

花
序
の
形
態
お
よ
び
分
化
序
の
花
数
に
つ
い
て
は

再
検
討
の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
｡

増
殖
に
は
､
種
子
が
9
月
中
旬
よ
り
完
熟
す
る
こ

と
か
ら
､
稲
刈
り
前
に
採
取
し
､
〓
疋
期
間
､
浸
水

す
る
こ
と
で
発
芽
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
育
成
に

は
〓
疋
の
水
量
を
保
て
ば
栽
培
が
可
能
で
あ
る
｡

ア
ズ
ミ
ノ
へ
ラ
オ
モ
ダ
カ
は
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る

一
方
で
､
農
業
従
事
者
に
と
っ
て
は
水
田
雑
草
の
ひ

と
つ
に
す
ぎ
ず
､
ま
た
､
隣
村
の
堀
金
村
に
お
い
て

も
ほ
と
ん
ど
の
休
耕
田
を
対
象
に
生
育
調
査
を
行
っ

た
が
へ
本
種
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
｡

そ
れ
故
そ
の
生
存
は
､
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
い
え
へ

近
い
将
来
､
絶
滅
す
る
危
険
性
が
高
い
｡

ホ
ロ
ム
イ
ソ
ウ
S
c
h
e
u
c
h
Z
e
n
a
 
I
,
a
l
u
s
L
r
i
s
 
L
.

北
半
球
の
温
帯
か
ら
亜
寒
帯
の
湿
地
や
湿
原
に
産

す
る
1
属
1
種
の
多
年
生
草
本
で
'
日
本
で
は
北
海

道
と
本
州
の
一
部
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
に
の
み
生
育
す

あ
よ
み

る
｡
本
県
で
の
生
育
は
白
馬
村
(
親
海
湿
原
)

し
ん
ひ

茄
の
裂
開
時
に
､
雌
ず
い
も
3
心
皮
(
稀
に
2
あ
る

い
は
4
)
と
も
に
す
で
に
成
熟
し
て
い
る
と
み
ら
れ
､

雌
雄
同
熟
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
　
(
写
真
3
)
｡

-
花
茎
あ
た
り
5
-
繋
化
(
平
均
1
 
4
　
3
花
)
　
で
'

た

い

か

袋
果
内
に
は
1
-
2
個
の
種
子
が
認
め
ら
れ
る
｡
袋

某
が
肥
大
し
た
花
序
を
選
び
花
序
毎
の
種
子
量
に
つ

い
て
観
察
し
た
結
果
､
何
ら
特
定
の
傾
向
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
が
､
無
作
為
に
選
定
し
た
花
序
の
種
子
生

産
は
1
花
茎
あ
た
り
1
-
1
 
5
個
　
(
平
均
3
.
6
 
2
個
)

と
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
(
図
2
お
よ
び
表

-
)
｡種
子
散
布
型
は
､
1
 
0
月
中
旬
に
袋
果
の
溝
に
沿
っ

て
縦
に
裂
け
て
種
子
が
落
ち
る
重
力
散
布
型
で
あ
る
｡

し
か
し
､
得
ら
れ
た
種
子
は
発
芽
せ
ず
､
ま
た
､
2

0
0
2
年
に
は
ほ
と
ん
ど
の
個
体
が
開
花
し
な
か
っ

た
が
(
山
と
博
物
館
2
0
0
2
年
6
月
号
参
照
)
､
こ

れ
ら
の
原
因
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
｡
増
殖
に
は
継
続
的
な
観
察
を
行
う
と
と

も
に
､
発
芽
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
｡

ピ
ッ
チ
ユ
ウ
フ
ウ
ロ
へ
,
 
t
e
r
a
l
u
u
m
y
O
S
･
h
m
o
I
 
M
a
ぎ
o

e
x
 
N
a
k
a
】

に
限
ら
れ
'
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
ー
オ
オ
ミ
ズ
ゴ

ケ
群
落
に
の
み
生
育
す
る
(
松
田
1
9
9
4
)

調
査
は
､
親
海
湿
原
(
標
高
7
4
5
m
)

で
行
っ
た
｡

調
査
項
目

種
子
形
憲
､
開
花
特
性
､
訪
花
昆
虫

結
果
と
考
察

開
花
は
5
月
下
旬
-
6
月
上
旬
に
見
ら
れ

た
｡
風
媒
花
で
､
燕
の
寿
命
は
､
裂
関
す
る

午
後
か
ら
夜
露
に
濡
れ
る
ま
で
の
間
で
､
半

し

ゆ

う

い

日
花
と
い
え
る
｡
ま
た
､
こ
れ
ま
で
雌
雄
異

-

し

Q

く
熟
と
さ
れ
て
き
た
が
(
山
下
1
9
8
2
)
､
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図2　本ロムイソウの花序の分け方

表1　本ロムイソウの分花序毎の種子量
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写真5　雄性期(左)と雌性期(右)

表2　ヒッチュウフウロの訪花昆虫目

口 几��!∴ ��

♂ 

号!｣=l �� 

日 十十日年 ii 

不男1種 

♀ 

辛 

tJ ���秤 ��

一一 ��アI科 ��

志和

価刷

忠結
果
と
考
察

発
芽
は
播
種
し
た
年
内
中
に
は

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
､
発
芽

に
は
種
子
が
低
温
に
晒
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
｡
発
芽
後
2
年
目
で
開

花
個
体
に
至
り
､
夏
期
に
遮
光
な

し
で
も
枯
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡

し
か
し
､
蒸
散
が
激
し
い
こ
と
か

ら
常
に
潅
水
が
必
要
で
､
本
種
の

生
育
が
湿
地
な
ど
に
限
ら
れ
る
要

因
の
ひ
と
つ
と
し
て
理
解
で
き
る
｡

開
花
期
は
7
月
中
旬
～
1
 
O
月
上

旬
で
､
晴
雨
に
関
わ
ら
ず
開
花
し

た
｡
花
の
寿
命
は
2
-
3
日
で
､

開
花
は
午
前
6
時
1
8
時
に
見
ら

れ
た
｡
蒲
の
裂
閲
は
午
前
9
時
1

1
 
0
時
で
､
雨
天
で
は
裂
開
し
な
い
｡

雄
し
べ
は
夕
刻
ま
で
に
ほ
と
ん
ど

が
脱
落
し
､
そ
の
後
､
雌
し
べ
が

反
り
返
っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら
､

ゆ
う
.
せ
い
.
.
J
ん
-
一
.
.
ノ
＼

雄
性
先
熟
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
　
(
写
真
5
)
｡
開
花
期
間
中
へ

生
育
地
で
1
 
6
種
､
博
物
館
で
4
種

日
本
固
有
種
｡
長
野
県
南
部
･
東
海
地
方
･
近
畿

地
方
北
部
･
中
国
地
方
の
湿
地
や
山
の
草
地
に
生
育

し
､
本
県
の
分
布
は
束
限
と
な
る
｡
県
内
で
は
南
部

を
中
心
に
見
ら
れ
､
白
馬
村
の
里
山
に
隔
離
分
布
し

て
い
る
｡
た
だ
し
､
白
馬
村
の
分
布
は
趣
味
的
に
栽

培
さ
れ
て
い
た
も
の
が
逸
出
し
た
可
能
性
も
示
唆
さ

れ
て
い
る
｡

調
査
は
東
山
山
麓
自
然
園
で
行
っ
た
｡

観
察
項
目

種
子
形
態
､
発
芽
状
況
へ
実
生
か
ら
開
花
個
体
に

至
る
ま
で
の
成
長
過
程
､
開
花
特
性
お
よ
び
訪
花
昆

の
訪
花
昆
虫
が
確
認
さ
れ
た
　
(
表
2
)
｡
受
粉
に
は

不
特
定
多
数
の
昆
虫
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
｡

さ

く

か

熟
し
た
種
子
は
覇
栗
の
機
械
的
弾
力
に
よ
っ
て
散

布
さ
れ
る
の
で
､
増
殖
に
は
果
実
の
裂
開
前
に
採
取

し
､
年
内
に
播
種
す
る
必
要
が
あ
る
｡
発
芽
は
翌
年

4
月
中
旬
-
5
月
上
旬
に
発
芽
し
'
発
芽
率
は
2
0
-

7
0
%
(
平
均
4
9
%
)
　
で
あ
っ
た
｡
実
生
は
'
成
長
段

階
に
応
じ
て
植
え
替
え
を
行
い
､
潅
水
を
十
分
に
行

う
こ
と
で
栽
培
が
可
能
で
あ
る
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)

北
安
曇
地
方
事
務
所
総
務
課
､
白
馬
村
教
育
委
員
会
'
大
町
市

教
育
委
員
会
､
東
白
川
村
教
育
委
員
会
よ
り
許
可
し
て
い
た
だ

い
た
｡
金
沢
大
学
名
誉
教
授
･
信
州
大
学
名
誉
教
授
清
水
建
美

博
士
､
神
奈
川
県
立
生
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地
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博
物
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名
誉
鮨
貝
高
橋

秀
男
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､
大
阪
学
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大
学
経
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学
部
　
(
生
物
学
教
室
)
　
教
授
林

一
彦
博
士
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長
野
県
植
物
研
究
会
会
員
中
山
列
氏
､
蹄
同
県
農

業
試
験
場
生
物
工
学
部
副
主
任
稲
垣
栄
洋
氏
に
は
､
文
献
の
提

供
や
賞
重
な
ご
助
言
･
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
｡
元
小
谷
村
立

小
谷
中
学
校
教
頭
池
上
睦
美
氏
'
ま
ご
め
自
然
植
物
園
園
長
出

原
公
一
氏
に
は
現
地
を
案
内
い
た
だ
い
た
｡
イ
ヤ
リ
ト
リ
カ
7

-
の
同
定
は
長
野
県
植
物
研
究
会
会
員
橋
渡
勝
也
氏
､
昆
虫
は

市
立
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
清
水
博
文
氏
に
同
定
い
た
だ
い

た
｡
記
し
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
｡
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